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６月実施「学校生活アンケート」の結果について 

 

盛夏の候、保護者の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申しあげます。 

日頃は、本校の教育にご支援・ご協力をいただきまして、心より感謝申しあげます。 

さて、本校では、子どもたちが安心して過ごせる学校をめざして、いじめの未然防止・早期発見・早

期解決に向けて取組を進めています。その１つとして、６月に「学校生活アンケート」を実施しました

ので、その結果についてお知らせします。 

 

【児童へ実施したアンケート結果より】 

１．いじめの実態調査 
低学年 

（１～３年） 

高学年 
（４～６年） 

１ いじめられたことがある １９．０％ ５．１％ 

２ 人をいじめたことがある ６．３％ ５．１％ 

２．「いじめられたことがある」「今もいじめられている」と答えた児童の主な内容 

１ 冷やかし・からかい・悪口・嫌なことを言われる ９件 ４件 

２ 軽くぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりしてい

る 

５件 １件 

 

３．いじめられた時に相談する相手(複数回答可)   ４．いじめられている人を見た時の行動(複数回答可) 

 

【結果に基づく考察と対応】 

「いじめられたことがある」と回答した児童について、関係する児童から話を詳しく聞き、事実確認をおこ

ないました。その上で各学年の児童に対して、友だちを大切にすることを指導しました。 

低学年では、悪口を言う、友だちの物を丁寧に扱わない、注意された時に乱暴な言葉を返す、うっかりした

失敗に対してきつい言葉をかけるといった事案がありました。よりよいコミュニケーションの取り方を身に付

けていけるよう指導していきます。 

高学年では、からかいの言葉や悪口を言う、嫌な気持ちになる呼び方をする、学習の間違いを責める事案が

ありました。このようなことは、人の心を傷つける行為であり、絶対に許されないこと、その他の暴言も決し

て許されないことを伝え、困っている友だちを見過ごすことがないように各クラスで指導しました。また、そ

れを許さない学級の雰囲気も重要であることを職員全体でも共通理解し、複数の目で見守っていくことを確認

しました。いじめられた時に誰にも相談しないと回答した児童に対しては、普段から教師が話しかけるなど相

談しやすい関係づくりを心がけています。 

今後ともご家庭と学校で情報交換を進め、いじめの未然防止・早期発見・早期解決に取り組めるよう、ご協

力をお願いします。 

 

 低学年 高学年       低学年 高学年 

担任           54.4％ 68.4％ 注意する         45.6％ 57.0％ 

担任以外の先生       29.1％ 32.9％ 励ます         45.6％ 30.4％ 

養護教諭          15.2％ 11.4％ 先生に伝える  51.9％ 69.6％ 

保護者や家族       48.1％ 64.6％  保護者や家族に相談する     21.5％ 30.4％ 

友だち           43.0％ 60.8％  友だちに相談する        34.2％ 49.4％ 

誰にも相談しない       0％ 10.1％  何もしない          0％ 11.4％ 


